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Ⅳ　目標・取組及び評価指標等の設定と評価 福山市立 大津野小 学校

年
目

中期経営目標
重
点

分
類

短期経営目標
目標達成に
向けた取組 総合 改善方策

評価 評価 評価 評価 評価

評価指標

中間評価（10月１日） 最終評価（２月末）

□指標に係る
   取組状況

プロセス 達成 改善方策

3

・学級の中で苦手意識をもって
いる児童や個別の支援が必要な
児童を把握する。
・目的のあるグループ学習／習
熟度別学習を行ったり、子ども
たちの読みの問いから単元のマ
ネジメントを行ったりする。
・朝読書の時間に活字に親しま
せる。

・学級の中で苦手意識をもっ
ている児童や個別の支援が必
要な児童を把握する。
・学期終わりに授業づくり
ポートフォリオの内容や普段
の取組に対する交流を行い、
よりよい授業づくりに向けて
全職員で検討を行う。

□児童アンケートの質問項目に対
する肯定的評価

・授業づくりポートフォリオをも
とに、各学級の実態に応じて個別
の指導、授業改善を行った。

主体性・積極性、
共感力の育成

★
見
直
し

お互いの立場を尊
重し合え、他者理
解のできる児童を
育てる。

□児童アンケートの質問項目に
対する肯定的評価

・課題のある児童に対して個別
指導を行ったり、単元をつない
だ授業づくりを行ったりした。

3 3

国語科・算数科の授業は
「好き」「よくわかる」
「学びが面白い」質問項
目に対する肯定的評価8
７％以上にする。【児童
アンケート】

学期に１回、お互いのよさを
認め合える場面を設定する。
（なりたい自分の振り返り）
月に１回、代表委員会でお互
いの取組を認め合う場の設定
を行い、各クラスに伝えるこ
とができるようにする。

学級力レーダーチャート
における「相手を受け入
れる」を87％以上にす
る。【毎月のレーダー
チャート】

「授業づくりポート
フォリオ」を活用
し、自己選択・自己
決定できる場を設け
た授業づくりを行う
ことで、自ら学びを
深める児童の育成を
図る。

基礎学力の定着と
思考力・判断力・
表現力の育成

★
見
直
し

カリキュラムマップをも
とに、全教科で他教科や
領域、行事等との内容の
関連を見通し単元構成や
１時間ごとの授業づくり
を行う。
全校で統一した内容のド
リルタイムを行い、基礎
学力を高める。

・国語科・算数科
における基礎学力
の向上を図る。

・「わかる」「で
きる」「学びが面
白い」と実感でき
る児童を目指し、
主体的・対話的で
深い学びを創造す
る。

・単元テスト（国語科「思
考・判断・表現」、算数科
「知識・技能」観点)や各種
学力調査において、60％未
満の児童を低学年６％、中
学年９％、高学年12％未満
及び全国平均以上にする。
【単元テスト・全国学力・
標準学力調査】

3

□指標に係る
　取組状況
◎短期（中期）経営
　目標の達成状況

プロセス 達成

3 2

3

4 4

□単元テスト（国語科「思
考・判断・表現」観点、算数
科「知識・技能」観点)におい
て、60％未満の児童

・単元テスト・全国学力・標準学
力調査の分析やポートフォリオの
作成を行い、授業改善に取組ん
だ。

□７月時点では全クラスが達成
した。(達成率115%)
・毎週金曜日にＯＰＴを行い取
り組みを決め、決まった内容を
代表委員会で交流し、全学年が
確認できるようシートへの打ち
込みを行った。

3

3

・もりもりタイムにおい
て、楽しく取組める運動や
スポーツを紹介・実践して
いく。
・体育委員と遊ぼうDAY
で楽しく取組めるものを提
案・実践していく。

□児童アンケート「運動やスポーツをす
ることが好き」な児童：92.0％で達成
した。（達成率105％）
・体育委員と協力して外遊びの機会を設
けた。
・給食時間中に楽しく取組める遊びを体
育委員会が放送で紹介した。
・もりもりタイムを学年３～４回行っ
た。

4
教職員の元
気・笑顔

★
見
直
し

・業務改善の実施及
び心身ともに健康
で、やりがいをもち
ながら職務を遂行す
る。

週・月ごとの計画を
早めに立て、見通し
を持って職務を遂行
する。
職員の状況の把握
し、精神・健康面の
ケアや業務達成の支
援をする。

運動やスポーツをするこ
とが好きな児童を８７％
以上にする。【児童アン
ケート】

□児童アンケート「運動やスポーツを
することが好き」な児童：90.8%
10/13クラスが達成した。（達成率
103％）

・職員研修において、児童が自主的に
取組めるような場づくりについての研
修を行った。
・体育委員と協力して外遊びの機会を
設けた。

33
たくましい体の育
成

継
続

・めあてをもち、自
ら進んで健康・体力
向上を図る児童を育
てる。

体育の授業が「楽しい」と思
えるよう授業改善の推進を行
うとともに、児童が自分自身
で工夫し、自主的に取組める
ような場づくりを行う。
体育委員会で体力向上の取組
を考え、定期的に行うこと
で、運動やスポーツに対して
の意欲を高める。

時間外勤務時間の平均
45時間未満の月
100％にする。
仕事のやりがいを感じ
ている教職員を９０％
以上にする。【職員ア
ンケート】

□時間外勤務時間の平均45時間未満の
月

□職員アンケート「仕事にやりがいを
感じている」教職員：100％（達成率
％）
・職員同士で助け合える雰囲気が高ま
り、やりがいにつながっていると考え
られるが、仕事量を持ち帰る職員も多
く、仕事量のばらつきがある。

3

評点

4 5 5

・「すぐーる」を活用して、学
年通信や学校便りを配信した
り、HP更新をお知らせしたりし
ていくことで、確実に保護者の
目に通信等が触れるようにして
いく。

[プロセス評価の評価基準] [達成評価の評価基準] [総合評価の評価基準]

保護者満足度を平均で
９０％以上にする。
【保護者アンケート】

□保護者アンケート「あなたの
お子さんは『学校が楽しい。』
と言っている」90％
（達成率100％）
・学校だより・学年だよりを紙
面やＨＰなどで児童の様子を発
信した。（学校アンケート「HP
や通信で学校の様子が伝わって
いる。」95％

3 3

・各学級担任は否定的に回答
している保護者を把握し、電
話・通信などを活用して個別
に働きかける。
・特に否定的な意見が多かっ
た家庭に関して、電話・面談
等で個別のニーズを把握し
て、改善に努める。

□保護者アンケート「あなたのお
子さんは『学校が楽しい。』と
言っている」9６％
（達成率106％）
・学校だより・学年だよりを紙面
やＨＰなどで児童の様子を発信し
た。（学校アンケート「HPや通
信で学校の様子が伝わってい
る。」9４％

評価基準

1

保護者・地域から
信頼される、地域
とともにある学校
の創造

見
直
し

・保護者・地域に信
頼される教育活動を
進めるとともに、自
ら考え行動し、地域
に愛着をもち、地域
貢献する児童を育て
る。

当たり前のこと（挨拶・掃
除）が当たり前にできる児童
を育成するために、生徒指導
や特別活動の充実を図る。
ＨＰなどを活用し情報公開を
行う。
月１回以上の学校便りと学年
通信発行で児童の様子を伝え
る。

1

2 2 ４０％以上６０％未満の達成度

3

4

目標を大幅に達成し、十分な成果をあげた。5 5 １００％以上の達成度

4 目標を概ね達成し、望ましい成果をあげた。

3

2

1

目標をある程度達成し、一定の成果をあげた。

目標を下回り、成果よりも課題が多かった。

目標を大きく下回り、成果が認められなかった。

取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ、状況の変化、問題が生じた際は、協同的な課題解決が十分
に図られた。
取組の目的に対する共通理解が認められ、状況の変化、問題が生じた際は、協同的な課題解決が概ね図られ
た。
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ、状況の変化、問題が生じた際は、協同的な課題解決があ
る程度図られた。
取組の目的に対する共通理解が認められ難く、状況の変化、問題が生じた際の協同的な課題解決があまり図ら
れなかった。
取組の目的に対する共通理解が認められず、状況の変化、問題が生じた際の協同的な課題解決が図られな
かった。

5

あまり目標を達成できなかった。

1 ４０％未満の達成度 目標を達成できなかった。

4 ８０％以上１００％未満の達成度 概ね目標を達成できた。

3 ６０％以上８０％未満の達成度 ある程度目標を達成できた。

十分に目標を達成できた。

・教科の系統性を踏まえた学習指導
の研究を目指し、課題のある単元や
領域については、作成したポート
フォリオを活用しながら、教科に関
する指導方法や評価方法の情報交換
を教師間で行う。
・各クラスで60%未満の児童を減ら
せるように、上記の目標達成に向け
た取組を周知し、ドリルタイムや家
庭学習等も活用した取組を引き続き
確実に行っていく。

3 4 4

□単元テスト（国語科「思
考・判断・表現」観点、算数
科「知識・技能」観点)にお
いて、60％未満の児童

・単元テスト・全国学力・標
準学力調査の分析やポート
フォリオの作成を行い、授業
改善に取組んだ。

3 4

・学力アップデーやドリルタイム等
の時間を使って、学力調査等で課題
のあった領域への重点的な指導を行
う。
・「フレームリーディング」等の手
法を物語文・説明文の中で取入れる
ことで、読みの視点をもって様々な
教材文を読む力をつける。
・基礎基本的な問題に取組ませるこ
とで、各単元の知識・技能を確実に
身に付けさせ、応用へと繋げる。

4 4 5

・会議の内容や時間の精選や、周知
する方法の改善など、業務改善でき
ることをこれからも継続して見つけ
取り組んでいく。
・すべての学級で安心安全な学級経
営ができるよう、学年をはじめとし
て学校全体で情報共有をし、職員同
士でフォローをしたり、良い取り組
みを取り入れたりすることで、職員
のやりがいにつなげる。また、分掌
の仕事についてもチームで対応し、
役割を支え合い職務を遂行する。

3

・在校等時間だけではな
く、持ち帰りの業務量を減
らせるよう、仕事内容や時
間の精選を行ったり、SSS
の有効活用を行ったりす
る。
・お互いに思いを語り合え
るよう、職場内の風通しを
よくする。また職員同士の
フォローをし合えるよう、
働きかける。

□時間外勤務時間の平均45時間未満月

・持ち帰り業務を行う職員の人数が減っ
ている。
□職員アンケート「仕事にやりがいを感
じている」教職員：92.3％（達成率
102.6％）
・毎月行う企画委員会で業務改善につい
て活発に議論し、業務を継続的にスリム
にするよう取組んでいる。また、職員の
状況を把握し、学年やチームで連携しな
がら課題を解決するようにすることで、
職員の精神面・健康面の支援をすること
ができた。

5

・体育委員会が遊びを紹介した
後、実際に休憩時間に行う機会
を確保する。
・もりもりタイムを来年度は、
２学年同時に行うことで、楽し
く運動に取組む機会を増やして
いく。

4 4 4

・数値目標を達成することが目
的ではなく、児童が自分達の学
級を客観的に分析してよりよく
しようとする自治的風土を育む
ことを目的として、OPTを行っ
ていくことを職員間で再確認す
る。

4

・代表委員会において、ＯＰ
Ｔの交流が全学年で行えるよ
う、シートへの打ち込みを行
い、取り組みを交流し合う。
・代表委員会で交流した内容
を確認し、次回のＯＰＴで取
り組めることを各クラスで提
案・実践していく。

□12月時点では、13クラス中8クラス
達成し、平均値は88で、目標値を達成
した。(達成率101%)
・月末の金曜日にＯＰＴを行い取り組み
を決め、決まった内容を代表委員会で交
流し、全学年が確認できるようシートへ
の打ち込みを行った。
・代表委員会への参加を各担任に呼びか
けることで出席が増えた。

4月 5月 6月 7月 8月 ９月
月別 100% 100% 100% 100% 100% 100%
達成率 100%

国語科 達成率 算数科 達成率

目標値 思考・判断・表現 知識・技能

低学年 6.0% 1.9% 315% 3.2% 187%

中学年 9.0% 11.4% 78% 13.1% 68%

高学年 12.0% 4.4% 272% 10.6% 113%

達成率 172%

10月 11月 12月 1月 2月
月別 100% 100% 100% 100% 100%
達成率 100%

2


